














る。Finn& Tonsager （1997） がアメリカで発展させてき











Efficacy of Collaborative WISC-IV Feedback with Parents for Supporting the 





新しく開発された 2セッションからなる親との協働的な WISC-IV フィードバック（CFP）の親支援効果について検討する。
17組の発達障害児の親が CFP に参加し，第1セッションで検査を実施した後，1週間後以降に第2セッションとしてフィー
ドバックが行われた。3ヶ月後の親の質問紙の結果によれば，この間に子どもの行動に変化は見られなかった一方で，親





　In Japan, the WISC-IV is generally conducted to diagnose children with developmental disabilities （DD） and to create support 
plans at the early stages. However, it is rarely used in a therapeutic way that can help the parents in childrearing. This study addresses 
the efficacy of a newly developed, two session-based Collaborative WISC-IV Feedback with Parents （CFP） for supporting the 
parents. Seventeen Japanese parents of youths with DD participated in the CFP procedure. The first session comprises a test, and 
the second is a feedback session held one or more weeks after the first session. According to parentsʼ reports, three months after 
the session, despite no changes in the childrenʼs behavior, the parents reported fewer health problems （t =3.11, df =16, p <.01） and 
less negative parenting behavior toward their child （t =2.35, df =15, p <.05）. The results demonstrated that the CFP is effective in 
improving the parentsʼ health and parental behavior, even though CFP involves only two session-based specific procedures, it can 
be a first step to help parents of a child with DD. However, this study has some limitations; no control group and small number of 
participants. The further study is expected to gather more data and examine the content and process of the CFP.
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Assessment with Children，以下 TA-C と略）の研究が進







3 ． ２セッションからなる親との協働的 WISC-IV
フィードバックの提案
本研究では，ここまで述べた課題への取組みとして，
「親との協働的 WISC-IV フィードバック Collaborative 
WISC-IV Feedback with Parents （以下 CFP と略）」を提
案し，その親支援の効果を検証することを目的とする。
CFP は，後述のように WISC-IV 検査セッションと，親


















参加の意思を紙面で示した 22 人のうち，FB 後 3 ヶ月
の質問紙を返送した 17 人を分析対象とした（有効回答
率 77.3%）。検査時の子どもの年齢；平均 9.14 歳（±
2.13），子どもの初診時の診断分類（カルテ記載による）；
（自閉症スペクトラム障害（以下 ASD と略）/ 広汎性
発達障害（以下 PDD と略）（疑い含む）；3 名，注意欠
如・多動性障害（以下 ADHD と略）（疑い含む）；5 名，
ASD+ADHD；4 名，その他；5 名），子どもの性別；男
児 15 名，女児 2名。FB 面接参加者（両親 5組，母親の
み 10 人，父親のみ 1名，母親と弟妹 1組）。検査時の薬




















④②から 1 週間以降後に親への FB 面接の実施【FB セッ
ション】（筆者が担当）：②から 1週間以降後に，親と
筆者で 50 分ほどの FB 面接を行った。
⑤④から 3 ヶ月後にフォローアップ質問紙を郵送にて


















ⅲ）親の養育行動：Parenting Scale 日本語版（井澗 ,2010）。
Arnold et al.（1993）の日本語版。養育行動に関する
具体的で対照的な方略が両端に並ぶ 18 項目で，過剰
反応尺度と緩さ尺度の 2 因子からなる（7 件法，得点
範囲 18-126）。
ⅳ ） 親 の 養 育 有 能 感：養育有能感尺度（Johnston& 
Mash,1989）。親としての自己有能感を測る尺度のうち
本研究では効力感の 7 項目のみを使用した。（6 件法，
得点範囲 7-42）。








4 ．親との協働的 WISC-IV フィードバック（CFP）
の概要
本研究で行った CFP は，TA-C の考えを取り入れつつ，




IV の実施からなり， 50-90 分ほどで終了する（WISC-IV
の実施時間による）。聞き取りでは，TA-C の第一ステッ
プと同様に「アセスメント・クエッション（AQ の）作成」
（Ascheri, et al., 2012）が目指され，その後「子どもへの（標
準化された）検査」である WISC-IV が実施される。た
だし CFP では，設備の問題もあり TA-C のように親が
検査場面を観察してはいない。
















書いて FB する段階があるが，CFP では直接子どもへの




CFP の効果を測定するために，FB 実施前と 3 ヶ月後
の得点の対応のある t 検定を行った。統計解析には IBM 
SPSS statistics の ver.24 を使用した。また変化の大きさ










から 3 ヶ月後に有意に低下した（t =3.11, df =16, p <.01, 
d =0.67, 95%CI =1.26, 6.62）。GHQ30 では 7 点以上を
カットオフポイントとして設定しており（中川・大





以上 3 人）いたが，FB 後には 6 人（同 1 人）と減少
した。下位尺度では，不安と気分変調に有意な低下
がみられた（t =4.08, df =16, p <.01, d =0.78, 95%CI =0.65, 
2.05）。
ⅲ）親の養育行動：Parenting Scale 日本語版の平均点
は，FB 前後に有意に低下した（t =2.35, df =15, p <.05, 
d =0.51, 95%CI =2.97, 0.65）。このうち緩さ尺度では有
意差は見られなかったが，過剰反応尺度は有意に低下
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の助成を受けたものです。
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